
 
 

３．転倒につながる危険はここに 

 
            

        
 
 
 
 
 
 
■ヘルメットは、必ず、子どもを自転車に乗せる前に装着！  
                    
たとえ停車中や運転中に転倒することがあっても、子どもがケガをする
リスクを確実に減らすことができます。 
そして、乗車させた後はシートベルトを確実に締めましょう。 

 
 

 

 
■前の座席でのケガは、後ろの座席の約６倍 
 
実際に停車中の転倒事故では、前のみ、後ろのみ、前後２人同乗のすべ
ての乗せ方の合計で、前座席でのケガが非常に多くなっています。 
前の座席に子どもを乗せたまま、後ろの座席の子どもなどの乗せ降
ろしをすることも大変危険です。 
※ スタンドを立てて停車している自転車は、前の車輪とスタンドの両端の
三角形で支えられていて、ここから全体の重心がはずれてしまうと、自転車
は転倒します。前の座席に子どもを乗せて停車した状態は、この三角形の一
番狭い場所の真上の、しかも高い場所に子どもが位置することになり、非常
に不安定な状態となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

■駐車場などへの車の出入口の段差の乗り越えは避ける。 
または、ゆっくりと大きな角度で！ 

 
駐車場などへの車の出入り口は段差高さ５cm が多く、転倒のおそれが
あるため、できるだけ避けてください。前方に停車中などでやむをえな
い場合は、速度を落とし、できるだけ大きな角度をつけて乗り越えるこ
とが重要です。 

 

２．子どもを前の座席に乗せた状態はとても不安定 

～幼児乗せ自転車を安全に利用するためのポイント～ 

消費者安全調査委員会「幼児同乗中の電動アシスト自転車の事故」調査報告書より 

 
 

4．車道と歩道の段差は要注意 

停車中の転倒事故を防止するために 

運転中の転倒事故を防止するために 

 

 

わずかな傾きにも注意 
停車する場所にわずかでも傾
きがあったり、スタンドの下
に凹凸などがあると、転倒す
る危険が大きくなります。 

荷物はバランスよく 
自転車の左右の中心からはず
れた場所に荷物を載せると転
倒する危険が大きくなりま
す。特にハンドルにぶら下げ
ることはやめましょう。 

しっかりしたスタンドを 
幼児乗せ自転車は、できるだけ
幅が広くしっかりしたスタン
ドを備えた自転車を選びまし
ょう。また、点検時にはスタン
ドのぐらつきなどもチェック
しましょう。 

常に支えられる体勢で 
自転車に子どもを乗せたら、
決して目や手を離さず、いつ
でも支えられる体勢でいる
ことが大切です。 

 

１．まずヘルメットをかぶせる！⇒乗車させる 
⇒シートベルトをしっかり締める 

〇 

× 

× 

 

× 



https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report_016/ 

 
 

 
 

 
 

 
■１人乗せの場合は、「後ろ乗せタイプ」を選び、
後ろ座席に乗せることが望ましい 

    
子どもを１人乗せる場合は、後ろ座席に乗せた方が、ハン
ドルのふらつきが小さく転倒の危険は少なくなります。 
そのため、初めから後ろに座席が付いた「後ろ乗せタイプ」
が望ましい選択です。 

     
 

 
 
 
 

■２人乗せの場合は、「前乗せタイプ」を選び、
前後に乗せることが望ましい 

    
子どもを２人乗せる場合には、「前乗せタイプ」を選択し
て後ろ座席を付ける方が、ハンドルのふらつきが小さく、
運転もしやすく、転倒の危険は少なくなります。 
なお、前乗せタイプの自転車は多くは前カゴが付いていな
いため、荷物の載せ方に注意が必要です。 

 
 

諸事情によって「後ろ乗せタイプ」にする場合は、
前座席をハンドルに引っかけても、運転席周りの
スペースに余裕のある（足元が広いなど）自転車を
選ぶことが重要です。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

■幼児乗せ自転車では、前後両方のブレーキが重要 
 

幼児乗せ自転車は、総重量が大きく、停止する際には、前後両方の
ブレーキが確実に効かないと目標位置に停まれず、前方のものに衝
突するおそれもあります。 
ブレーキパッド（車輪を挟む部分）のすり減りも早くなることが考
えられるので、乗る前の点検や定期点検で、前後両方のブレーキの
チェックをすることが、幼児乗せ自転車では大変重要です。 
 

 
 
本資料にあるイラスト及び調査報告書や関連の資料を、消費者庁のウェブサイトに掲載しています。 

 
 
 
 
 

消費者安全調査委員会 令和３年１月 28日 

幼児乗せ自転車の選び方 

５．子どもを１人乗せる場合 

６．子どもを２人乗せる場合  

普段の点検で注意するポイント 

７．ブレーキの点検、保守 

 

          ＜後ろ乗せタイプ＞ 
※後付けの前座席はハンドルに引っかけて設置 

〇 

〇 

〇 

＜前乗せタイプ＞ 
※前座席はハンドル中央に設置 


	自転車の転倒事故からお子さまを守りましょう！

